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会議の経過 

議題・決定又は確認事項等 

【開会】 

１３時３０分 

 

【部長あいさつ】 

 

【委員紹介】 

事務局より各委員紹介 

 

【議事概要】 

事務局：議案①について説明 

① 平成２７年度教育・保育施設の状況報告について 

 

委員：どんどん申込者が増えているのか。 

事務局：年度末にかけて、育休復帰の方等が申し込みにくると予想されるので

増えていくと思われる。 

委員：実際は一時預かりや認可外の保育施設で十分保育ニーズが足りる利用者

さんであるにもかかわらず、認可の保育施設を利用しているという状況があ

る。市の方で利用者の保育ニーズにあった施設の情報提供することで、もう少

し定員に余裕ができるのではないか。 

また、幼稚園に通っている保護者のうち約７割は仕事についているので、保育

が必要な保護者の選択肢として幼稚園もあるというような情報提供をすれば

よい結果が出るのではないか。 

事務局：施設利用は利用者の選択によるものであるが、利用者がニーズにあっ

た最善の選択ができるように、情報提供していきたい。 

委員：利用者のニーズにあったマッチングをしてもらいたい。 

 

事務局：議案②について説明 

  ②地域型保育施設の新規認可について 

 

委員：岩出市に認定こども園はあるのか。 

事務局：認定こども園はありません。 

委員：地域型保育施設はありますか。 



事務局：つくしの里こども園があります。 

委員：家庭的保育施設はありますか。 

事務局：ありません。 

 

 ○なかよし託児所水栖本園 事業概要説明 

 

委員：配付してもらった資料の土曜日の時間とプレゼンテーションで説明して

もらった時間が違うがどちらがただしいのか。 

なかよし：プレゼンテーションした方が正しい時間です。 

委員：夜間の最終時間が２時となっているが、それ以降はどうなるのか。 

なかよし：夜２時以降は延長保育ということで対応します。 

委員：夜間保育について、色々な意見があり子どもにとってはどうなのかとい

うような意見もありますが、そのあたりはどう考えているのか。 

なかよし：実際に夜間保育を必要としている方がいるので、体制を整備してあ

げたい。また、そのことにより保護者の就労の選択肢も増え、働きやすい環境

整備が図れる。 

委員：夜から朝にかけて預かっていて、次の日そのまま預けることは可能か。 

なかよし：利用者の就労形態に応じての保育になるので、利用者と調整してい

く。 

委員：認可ということになれば、２４時間の保育ということになるので、ショ

ートステイ事業との連携も考えていただきたい。 

委員：プレゼンテーションの中で保護者支援をしていくと説明していたが、具

体的な支援の方法は。 

なかよし：保護者とコミュニケ―ションとり、保護者が困っていることなどを

市などの関係機関と連携しながら支援を図りたい。 

委員：法人格を取得するような計画はないのか。 

なかよし：この計画が実施という形になれば、一般社団法人の取得をしていき

たい。 

 

 ○中央幼稚園 事業概要説明 

 

委員：計画の中で定員が１歳児６名、２歳児６名となっているが、０歳児の受

け入れは難しいのか。 

中央：安全面を考えると不安があるので、満２歳児ということで線引きしてい



る。 

委員：０歳児の待機児童の問題もあるので、できれば０歳を受け入れてもらい

たいが、様子をみて今後０歳児を受け入れるような可能性はあるのか。 

中央：全くないというわけではない。 

 

【地域型保育施設の新規認可について委員の意見を聴取】 

 

【その他】 

おひさま保育園幼保連携型認定こども園への移行説明 

 

委員：１号は園で受付 ２号、３号は市で受付とはどういうことか。 

事務局：１号認定者については、保育の必要性の認定という事務処理がないた

め、園を通じて受付を行い、２号、３号認定者については、保育の必要性の認

定を市が行うため、市で受付ということになる。 

委員：公立は認定こども園に移行しないのか。 

事務局：今後、私立保育園の動向や子ども・子育て会議の意見等も参考にしな

がら検討していく。 

【閉会】 

１５時３０分閉会 

 

 


